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一斉公開に合わせて各寺社などへの参拝を呼び

掛ける諏訪神仏プロジェクト協議会の役員ら

神
仏
P
J
」
今
年
は
2
6
日

神
宮
寺
由
来

仏
像
や
仏
画

江
戸
時
代
ま
で
諏
訪
神
社
（
現

・
諏
訪
大
社
）
と
と
も
に
あ
っ
た

神
宮
寺
由
来
の
仏
像
な
ど
を
一
斉

公
開
す
る
「
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
（
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

主
催
）
が
、
今
年
は
2
6
日
に
開
催

さ
れ
る
。
諏
訪
地
方
の
寺
院
や
神

社
、
博
物
館
約
2
0
施
設
で
仏
像
や

仏
画
の
公
開
、
御
朱
印
の
授
与
な

ど
を
実
施
。
2
5
日
に
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
現
に
協
力
し
た
人
の
名

前
を
記
し
た
芳
名
録
の
法
要
と
特

別
講
演
会
を
、
当
番
寺
院
の
慈
雲

寺
（
下
諏
訪
町
）
で
行
う
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0
2
2

年
1
0
月
1
日
か
ら
約
2
カ
月
に
わ

た
り
、
諏
訪
地
方
の
2
5
寺
社
と
2
博

物
館
で
仏
像
な
ど
を
公
開
。
江
一
F
時

2
0
施
設
で
一

代
ま
で
あ
っ
た
神
仏
習
合
の
姿
に

約
1
5
0
年
ぶ
り
に
光
を
当
て
た
。

そ
の
後
、
有
志
ら
が
、
地
域
の
歴
史

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
よ
り
多
く
の

人
に
一
層
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
－
と
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て

毎
年
一
章
つ
こ
と
に
し
た
。

慈
雲
寺
で
の
法
要
は
午
後
3
時

3
0
分
か
ら
。
法
要
に
先
立
ち
、
同

寺
近
く
の
「
宝
光
院
」
に
安
置
さ

れ
て
い
る
諏
訪
大
社
下
社
春
宮
に

ゆ
か
り
の
あ
る
薬
師
如
来
立
像
と

不
動
明
王
像
を
、
同
院
で
修
行
す

る
修
験
道
「
敬
愛
社
」
の
講
員
が

行
列
を
つ
く
り
同
寺
に
遷
座
。
2

体
の
像
と
各
寺
社
が
1
年
ご
と
持

ち
回
り
で
保
管
す
る
芳
名
録
を
本

堂
に
安
置
し
、
法
要
を
営
む
。

続
い
て
同
4
時
か
ら
、
特
別
講
演

会
を
開
き
、
飯
田
市
美
術
博
物
館
の

織
田
顕
行
さ
ん
が
「
春
宮
観
照
寺
と

薬
師
如
来
」
と
題
し
て
講
話
す
る
。

法
要
、
講
演
会
と
も
、
参
加
無
料

で
一
般
の
参
観
や
聴
講
も
可
能
。

2
6
日
の
一
斉
公
開
は
お
お
む
ね

午
前
9
時
～
午
後
4
時
。
施
設
ご

と
公
開
内
容
や
受
け
付
け
時
間
な

ど
が
異
な
る
た
め
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
バ

4
月
3
0
日
に
仏
法
紹
隆
寺
（
諏

訪
市
）
で
会
見
が
行
わ
れ
、
同
協

議
会
の
原
画
正
会
長
は
「
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
神
宮
寺
由
来
の
仏
像
を

訪
ね
、
改
め
て
神
仏
習
合
に
思
い

を
は
せ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し

た
。
　
　
　
（
山
本
雄
太
）


